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１ 車載電子モジュール用プラットフォームの開発（第１報） 

モデルベース開発による台車型倒立振子制御 

大賀 誠，山本 晃，古本浩章，宮野忠文，長谷川浩治，問山清和

車載の電子モジュールに代表される組込み機

器は，その機能を実現するために搭載されるソフ

トウェアの開発規模が増加の一途をたどり，開発

効率やソフトウェア品質を維持することが難し

くなっている。このような問題を解決する一つの

方法にモデルベース開発（MBD）の導入があり，

自動車業界では先進的に取り組まれている。 

本研究ではこの手法とMATLAB/Simulinkを活用

し，台車型倒立振子制御を実現するシステムを開

発した。シミュレーションや自動コード生成を行

い，コートベースではなくモデルベース（設計書

ベース）で設計を進めることで必要最小限のコー

ディングと検証で制御を実現した。 

Ｐ１～４，図８，文献８

 

２ 金型の加工誤差補償システムの開発（第３報） 

工具振動を考慮した加工面形状の予測 

西川隆敏，菊田敬一，古本浩章，山下弘之，門藤至宏，中濱久雄

金型加工で用いられるボールエンドミルは一

般に剛性が小さく，工具たわみに起因する加工誤

差が生じやすい。本報では，工具たわみに起因す

る加工誤差を精度良く予測することを目的とし

て，工具振動を考慮して加工面形状を予測する切

削シミュレーションモデルを開発した。 

本モデルは，工具たわみによる切取り厚さの変

動と工具振動速度により発生する減衰力を考慮

している。開発した予測モデルを，小径工具の傾

斜面加工へ適用した結果，広範な回転数において，

良好な結果が得られた。 

   Ｐ５～８，表５，図９，文献３

 

３ 自動車の軽量化を実現するために必要な新接合プロセスの開発（第 1 報） 

高張力鋼板に適用可能なレーザ溶接継手ビード形状の開発 

門 格史，大川正巳，菊田敬一，大石 郁，坂村 勝，竹保義博

自動車部材の溶接では，レーザ溶接が注目され

ている。レーザ溶接の特徴は，高速高精度で自由

なビード形状の溶接ができることである。しかし，

レーザ溶接にも課題があり，その一つは，レーザ

溶接した高張力鋼板の溶接部に応力が集中する

と破壊する可能性があることである。そのため，

レーザ溶接に適したビード形状の開発が必要で

ある。そこで本研究では，各ビード形状の応力集

中の特徴に着目し，リモートレーザや高張力鋼板

に適用可能なレーザ溶接継手ビード形状の開発

を行った。その結果，溶接部への応力集中や引張

方向による特徴等から一般的な直線形状よりも

Ｃ形状やかっこ形状が有効であることを確認し

た。 

Ｐ９～１２，表１，図６，文献４ 
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４ 多段アクションを利用した部品成形技術の開発（第３報） 

高張力鋼板の温間成形における形状凍結性 

森下勇樹，門 格史，大川正巳，佐々木憲吾，松永尚徳

高張力鋼板のプレス成形では，成形後の除荷に

伴う弾性回復で大きなスプリングバックが発生

し，形状凍結性が著しく低いことが大きな問題と

なっている。既報では，スプリングバックを抑制

する新しいドローベンド成形プロセスの提案を

行い，実験により形状不良の抑制効果について検

証した。本報では，高張力鋼板の冷間成形での難

成形性を改善する方法として温間成形について

検討した。基礎実験では高温引張試験により，高

張力鋼板の塑性変形挙動に及ぼす温度およびひ

ずみ速度の影響を明らかにした。成形実験では温

間温度域にてハット曲げを行い，各種形状不良と

温度の関係を調査した。その結果，提案手法は比

較的低い温度域でも形状凍結性が向上すること

を確認した。 

    Ｐ１３～１６，表２，図９，文献７

 

５ 画像処理技術を活用した自動車部品等の表面状態高速検査技術の開発（第 3 報） 

弓場憲生，佐野 誠，石津任章，打田澄雄

自動車部品等の製造業において，高品質な製品

を生産するために不可欠な欠陥検査技術の自動

化，省力化を目標に，画像処理技術を活用して，

(1)モデルドリブン画像処理設計支援技術の開発，

(2)高速高精細画像処理用 IP の開発，(3)欠陥検

出技術の開発を行った。 

(1)では，画像処理プログラムの開発効率を高

めるために，汎用画像処理ライブラリ OpenCV と

インタプリタ型言語 Python を使って画像処理ラ

イブラリを構築した。(2)では，複数台のカメラ

で撮像した画像を高速処理する分散処理装置と，

カメラや照明の制御から傷検査アルゴリズムの

実行，欠陥判定までを FPGA により高速に行うデ

ータ処理装置を開発した。(3)では様々な製品に

ついて欠陥検出技術を開発したが，一例として，

プラスチック成型品の輪郭を曲率で数値化し，MT

システムの RT 法で評価した結果，良品と不良品

のσ比の差が 10 倍以上という良好な検査技術が

得られた。  

Ｐ１７～２０，表２，図８，文献６ 

６ 高精度射出成形支援システムの開発（第２報） 

田平公孝，佐々木憲吾，舟木敬二

プラスチック製品製造業において開発工程の

期間短縮・コスト削減のため射出成形流動解析シ

ミュレーションを用いる事が多くなっている。市

販の樹脂粘度測定機による樹脂粘度測定ではシ

ミュレーション結果と合わない事がある。溶融時

の混練状態の違いによる粘度の差が原因の一つ

と思われる。そこで射出成形機に取付け粘度を測

定する方式を採用した樹脂粘度測定ユニットを

開発した。この粘度測定ユニットとフィッテイン

グソフトからなる一連の装置を射出成形支援シ

ステムと称する事とした。 

樹脂粘度測定ユニットでは射出時の圧力,樹脂

温度,樹脂流(速せん断速度)を測定し，その結果

に PVT データを加えて樹脂粘度を算出した。樹脂

圧力は市販圧力センサにより，樹脂温度はシース

熱電対をエンプラでホールドする事で,樹脂流速

は射出成形時の計量ごとに樹脂重量を測定し射

出時間から計算する事で,それぞれ測定が可能と

なった。 

Ｐ２１～２４ ，写真１，図１０，文献２ 
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７ ナノ粒子分散技術を用いた高機能性樹脂材料に関する研究 

武田正良，小島洋治，舟木敬二，田辺栄司

自動車の軽量化のために，窓ガラスをポリカー

ボネート樹脂(PC)に置き換えることが考えられ

ている。しかし，PC は耐紫外線性に乏しい欠点が

あるため，現在，有機系の紫外線吸収剤を塗布し

て補っている。しかし，有機系紫外線吸収剤は経

時変色するため，長期の効果が期待できない。 

本研究では，有機系紫外線吸収剤の代替として，

酸化チタンナノ粒子分散コーティング材を試作

し，その紫外線遮断性を評価した。その結果，透

明性のあるナノ粒子分散コーティング膜を作製

することができた。酸化チタンの光触媒作用によ

って，コーティング膜が破壊されるが，PC への紫

外線を遮断できることが確認できた。 

 

Ｐ２５～２８，表５，図５，文献４ 

 

８ 食品廃棄物のバイオ水素化・バイオガス化に関する技術開発（第３報） 

～水素発酵残渣の超臨界水ガス化技術の開発～ 

宗綱洋人，倉本恵治，松下修司，玉井正弘

本研究では，地球温暖化防止のため，食品廃棄

物からエネルギー回収率 60％以上で高効率エネ

ルギー回収を行う「水素・メタン発酵生産，残渣

の超臨界水ガス化」のシステム確立を目指す。本

システムでは，食品廃棄物を高速水素発酵して水

素を得，水素発酵後排出される残渣を含む排水を，

液相と固相（水素発酵残渣）に篩い分け，液相は，

更にメタン発酵し，残渣は，超臨界水ガス化で完

全にガス化する。当センターでは，超臨界水ガス

化部分を担当し，水素発酵残渣のガス化率95 wt％

以上をパイロット装置で実証することを最終的

な目標とする。今年度は，エネルギー効率を高め

るための装置改良を行い，オカラ水素発酵残渣を

試料として，試料のガス化特性と装置のエネルギ

ー収支を検討し，連続運転で装置の安定性を確認

した。 

Ｐ２９～３２，表５，図５，文献３ 

 

９ FET 一体型高感度 NO2 ガスセンサの開発（第２報） 

縄稚典生，本多正英，伊藤幸一，塚村慶子，山本 晃

自動車エンジン，火力発電所等から排出される

窒素酸化物（NOx：NO，NO2）は，高濃度では人体

の呼吸器に悪影響を与えるため，環境基準を設け

て測定局による監視（モニタリング）が行われて

いる。しかしながら，NO2 の濃度計測装置は，一

般的に大型，高価であるため，任意の場所での計

測が困難である。そこで，本研究では種々のガス

センサの中でもガス選択性が高い固体電解質を

ガス検知材料に用い，電界効果トランジスタ

（FET），マイクロヒータと組み合わせた高感度な

センサ開発を目的として，昨年度試作した FET の

改良，マイクロヒータの試作・評価を行った。そ

の結果，プロセスの見直しにより，FET 特性を改

善することができた。また，ヒータ材料に Pt を

用い，通電による温度特性を評価したところ，約

150℃まで温度上昇し，中央部と周辺部での温度

差±3℃であることを確認した。

Ｐ３３～３６，表４，図１１，文献５ 
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１０ 革新的・環境配慮型アルミニウム新鋳造システムの開発 

府山伸行，寺山 朗，松永尚徳，藤井敏男，佐藤正美

プレス機の型締め動作を利用して，アルミニウ

ム溶湯の自然な流れを作り出す，新しい高圧鋳造

技術（革新的・環境配慮型アルミニウム新鋳造シ

ステム：REC【Revolutionary Eco-Casting】）を

考案した。本報告では 2 つの輸送機器向け耐圧部

品を試作し，従来ダイカスト法，重力鋳造法と比

較した量産性と信頼性の検証を行い，以下の結論

を得た。 

(1) ダイカスト法と比べ，REC 製法は鋳巣欠陥

を抑え耐圧試験をクリアするとともに，取り数が

2 倍でありながら強度および伸びのバラつきを

1/3 以下に低減し，信頼性が高まった。 

(2) 重力鋳造法（金型）と比べ，REC 製法は引

張強度が T6熱処理後に 300MPa を超えるとともに，

結晶粒の微細化等によって衝撃値が約 20%改善し，

靭性が大幅に向上した。 

Ｐ３７～４０，写真５，図４，文献３ 

 

先端技術を活用した農林水産研究高度化事業 

１１ 低棟ハウスと全面水耕ベッドによる葉菜類の超低コスト・高収益施設（第３報） 

動作解析と現地試験による作業システムの評価 

橋本晃司，横山詔常，越智資泰，坂本隆行

広島県内の水耕栽培ではネギが栽培されてい

るが，現状の大型ハウスと高設栽培ベッドを用い

た施設は高コストにある。定植・収穫作業をベッ

ド端で行える軽労化システムを活かしたハウス

の低棟化により全面を栽培ベッドにすることで，

1.5 倍の増収を目指す。 

低棟ハウス内での収穫作業において振返り動

作の減少を可能とするストック方式を開発し，モ

ーションキャプチャーによる動作解析から両手

平均で 2ｍ，頭部で 4.3ｍの移動距離減少が可能

なことや，体幹の捻り角度が 20 度弱で作業でき

ることが分かった。また現地試験において，従前

作業の収穫作業時間は 51 分に対し，低棟ハウス

では 47 分であった。ストック方式や水路による

運搬方法により，開発した低棟ハウスの作業シス

テムを作業負担の少ないものとすることができ

た。 

 

Ｐ４１～４４，図１６，文献３ 

 

１２ 紙製ネットを生分解性素材として海洋で利用するための基礎研究 

塚村慶子，倉本恵治，佐々木憲吾

かき幼生の魚類による食害防止を目的として，

紙製ネット（PECO 網，日東製網株式会社製）につ

いて，様々な漁場・水深・季節での分解速度を調

査し，分解の過程と速度を把握した。すべての試

験で紙製ネットは１～３ヶ月で分解した。漁場・

水深・季節は，すべて分解速度に影響した。特に，

夏の底面で最も分解が早かった。また，分解速度

をコントロールするため，水溶性の様々な物質を

ネットに添加し，その分解速度を比較した。分解

抑制には３％以上のクエン酸水溶液区で効果が

見られた。分解促進には，酵母エキス，NH3，鉄

粉などが効果があった。

 Ｐ４５～４８，表２，図６ 
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１３ 廃石膏の資源化促進技術の開発（第１報） 

 リン含有水溶液中からのリン回収実験 

倉本恵治，冠地敏栄

建築物の解体等に伴い大量の廃石膏ボードが

排出されるが，そのほとんどが埋立処分されてい

る状況にあり，今後ますます排出量の増加が予想

されている。廃石膏を使用してリン含有水溶液中

からリン（リン酸態リン）を難溶解性のリン酸カ

ルシウム化合物として回収する手法について検

討した。 

ｐＨおよび添加量により，反応効率が異なり，

アルカリ（ｐＨ9）で処理効率が高い。反応時間

２時間，リン酸に対し，廃石膏を重量比で２倍量

添加することで，約 80％のリンを回収することが

できた。 

反応生成物の同定を行い，主要組成は，カルシ

ウムとリンであり，リン酸カルシウムの化合物が

生成されていることがわかった。 

 

Ｐ４９～５１，表３，図３，文献３

 

１４ 鉄筋感知装置の開発および評価 

宮野忠文，問山清和，筒本隆博，笹口法之

コンクリート構造物の耐震補強工事では，コン

クリートに穴を開ける必要がある。その際，誤っ

てコンクリート中の鉄筋を切断してしまうと，逆

に構造物の強度を低下させることにもなりかね

ない。このような事故を防ぐために，県内企業と

共同で鉄筋感知装置を開発し，その性能評価を行

った。ドリルと接地(アース)線の間に電圧を加え

たときにコンクリートを介して流れる電流の急

激な変化を監視することにより鉄筋を感知でき

た。コンクリートに穴を開ける現場ではコンクリ

ート内の鉄筋と接地線間の接地抵抗が様々であ

ることを考慮に入れ，接地抵抗０Ω，500Ωの場

合について鉄筋感知実験を行った。その結果，両

方の場合とも感知できることを確認した。 

 

Ｐ５２～５４，図９，文献１

 

１５ 木材･プラスチック複合材の成形方法と質感評価に関する研究 

横山詔常，山本 健，佐野 誠，築山健一

木材・プラスチック複合材（WPC）は，組成比

などを変化させることで性能を変化させること

が可能なため，用途に応じた最適な性能を提供す

ることが出来る。また，木質感を提供するために

表面処理方法の検討がなされている。そこで，本

研究では，WPC の成形条件が性能に及ぼす影響並

びに，WPC の木質感の表面処理方法を評価する手

法について検証した。その結果，木粉の粒度が大

きいほど明るさを表す L*値が大きくなり，木粉と

ポリプロピレンの混練トルクが低い場合，木粉の

粒度が大きいほど吸水による重量増加率が大き

くなることが分かった。また，1/f ゆらぎ，表面

粗さ試験によりWPCと木材の表面物性の違いを把

握し，木質感を評価支援するパラメータを抽出し

た。また，木材同等の表面質感を有するための目

標値を推定することができた。 

 

Ｐ５５～５８，写真１，図７，文献２
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